
運営推進会議 会議録 

事 業 所 名 小規模多機能型居宅介護事業所 牧島荘 

所 在 地 長崎市牧島町９－１ 

開 催 日 時 令和５年７月１１日 火曜日 １０：３０～１１：３０ 

開 催 場 所 介護老人福祉施設 牧島荘 フリースペース 

出 席 者 内 訳 利用者   １名     包括職員  １名  

民生委員  １名     事業所職員 ３名 

地域代表者 １名     施設職員  ２名 

長崎市職員 １名           

議 題 １． 活動報告 期間令和５年５月～６月 

２． 利用者状況・事故ヒヤリハット報告 

配 布 資 料 １． 活動報告(写真) 

２． 利用状況内訳 

３． ヒヤリハット・事故報告内訳 

４． 災害に向けての備え(地域向け) 

活 動 報 告 ・普段の様子をスライドで報告。 

・この時期は暑さや雨で外出は難しいが、中庭があることで気分転換がで

きている。畑ではカブ・じゃがいも・大根・にんじんを収穫し職員とご

利用者で調理し美味しくいただいた。畑にはまだ、かぼちゃとスイカが

収穫前。今から皆さん収穫を楽しみにしている。 

・毎年６月１５日に行われる地区の神様の清掃に地域の一員として参加。 

・法人から職員へ手作りカレーを昼食に提供。賞与の日にあわせて名付け

て「ボー茄子カレー」。職員の笑顔をいっぱい見ることができました。 

利 用 状 況 報 告 ・利用終了者が居ても次の紹介があり、登録数は安定している。包括やご

家族からの紹介、また法人内でも新規問い合わせに対し連携を図り対応

している。 

ヒヤリハット・事故

報 告 

・資料を基に説明 

 ヒヤリハット３件・事故０件  

出席者からの評価 ・ご利用者だけでなく職員へ向けても色々な企画をしていることが分かっ

た。 

・近くに相談ができる施設があることは住民にとっては安心でき大変助か

っている。災害時は避難所としても利用でき有難い。 

・現在牧島の独居や高齢者世帯の方はまだまだ元気な方が多い。介護が必

要な方は家族世帯が多く小多機を希望する人は少ない状況だが、また時

期が来れば利用者が増えるでしょう。島の中に高齢者施設があることは

島民の安心に繋がっている。 

 



要望、意見及び助言 ・野菜の収穫のスライドでダウンを着ている方がいらっしゃった。水分を

しっかり取ってもらって熱中症予防に努めてください。 

・ご利用者に対し事業所とご家族との認識のずれがあると思う。中心にい

るのはご利用者であり、家族と本人の気持ちも違う。離れて暮らすご家

族に対しスタッフがいかにして提案していくか、難しいが事業所内で意

見を交わし伝えていく必要がある。 

・災害に対して近隣の協力体制を構築出来たらいいと思う。必要な支援を

明確にし「お助け人」になってくれそうな人を募って連絡網を作ったり、

避難所開設時にはリーダー的役割を担ってもらったりしながら地域と

互いに協力していける体制を作っていけたら良いと思います。 

次 回 の 開 催 予 定 令和５年９月１２日 火曜日 １０：３０～１１：３０ 

介護老人福祉施設 牧島荘 フリースペース 

 


